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委員長
　権田　清志
副委員長
　腰塚菜穂子
委員
　富岡　信吾
　大山美智子
　松本貢市郎
　小林　一貫
　林　　幸子

熊
谷
市
情
報
公
開
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
及
び
熊
谷
市
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

妻
沼
南
河
原
環
境
施
設
組
合
か
ら
承
継

さ
れ
た
行
政
情
報
に
対
す
る
情
報
公
開
の
申
し

出
が
あ
っ
た
際
に
、
公
開
に
応
じ
ら
れ
な
い
場

合
も
あ
る
の
か
伺
い
た
い
。

　

第
三
者
情
報
等
公
開
で
き
な
い
も
の
は

存
在
す
る
が
、
そ
れ
以
外
に
つ
い
て
は
情
報

公
開
条
例
の
趣
旨
に
の
っ
と
り
、
公
開
し
て

い
く
方
針
で
あ
る
。

（
所
管
課
・
庶
務
課
）

熊
谷
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

規
則
で
定
め
る
育
児
休
業
の
延
長
が
認
め

ら
れ
る
場
合
の
条
件
で
、
想
定
さ
れ
る
ケ
ー
ス

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　

例
え
ば
保
育
所
等
に
申
し
込
ん
で
い
る

が
入
所
で
き
な
い
場
合
や
配
偶
者
等
が
死
亡

又
は
病
気
の
場
合
等
、
育
児
を
予
定
し
て
い

た
方
が
育
児
を
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

場
合
等
が
想
定
さ
れ
る
。

（
所
管
課
・
職
員
課
）

熊
谷
市
総
合
振
興
計
画
基
本
構
想
に
つ
い
て

　

10
年
前
の
基
本
構
想
と
の
変
更
点
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

　

行
政
と
し
て
の
継
続
性
を
重
視
し
て
い

る
こ
と
か
ら
大
き
な
変
更
点
は
な
い
が
、
政

策
の
１
番
に
「
ス
ポ
ー
ツ
・
観
光
を
通
じ
て

魅
力
を
発
信
す
る
ま
ち
」
を
位
置
付
け
た
こ

と
や
人
口
減
少
対
策
を
重
要
な
課
題
と
し
て

い
る
こ
と
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
所
管
課
・
企
画
課
）

平
成
29
年
度
熊
谷
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
教

育
費
）
に
つ
い
て

　

次
代
に
語
り
継
が
れ
る
レ
ガ
シ
ー
創
出
事

業
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　

平
成
29
、
30
年
度
の
２
カ
年
に
わ
た
る

県
の
委
託
事
業
で
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
等

を
通
じ
て
、
学
び
を
深
め
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
開
発
、
普
及
を
す
る
た
め
の
取
り
組
み

で
あ
る
。

（
所
管
課
・
学
校
教
育
課
）

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

(

熊
谷
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
、
熊
谷
市
熊
谷

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
及
び
熊
谷
市
立
勤
労

会
館
）

　

選
定
の
際
に
評
価
が
高
か
っ
た
点
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

　

従
前
よ
り
も
利
用
件
数
と
施
設
利
用
料

収
入
が
着
実
に
増
加
し
て
い
る
点
と
、
施
設

の
設
置
目
的
を
果
た
す
と
と
も
に
利
用
者
層

の
拡
大
を
図
る
点
が
評
価
さ
れ
た
。

（
所
管
課
・
商
工
業
振
興
課
）

平
成
29
年
度
熊
谷
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
農

林
水
産
業
費
）
に
つ
い
て

　

農
業
災
害
支
援
事
業
、
農
業
災
害
対
策

特
別
措
置
事
業
費
補
助
金
に
つ
い
て
、
対
象

と
な
る
世
帯
数
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　

対
象
見
込
み
と
な
る
農
家
数
は
５
０
３

戸
で
あ
る
。

（
所
管
課
・
農
業
振
興
課
）

総
務
文
教
常
任
委
員
会

環
境
産
業
常
任
委
員
会

■
10
月
30
日　

北
海
道
名
寄
市
議

会
市
政
ク
ラ
ブ
・
名
風
会
＝
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
村
く
ま
ぴ
あ
に
つ
い
て

■
10
月
31
日　

福
岡
県
久
留
米
市

議
会
教
育
民
生
常
任
委
員
会
＝
ス

ポ
ー
ツ
振
興
を
通
し
た
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て

■
11
月
21
日　

奈
良
県
橿
原
市
議

会
文
教
常
任
委
員
会
＝
学
習
支
援

充
実
く
ま
な
び
ス
ク
ー
ル
事
業
に

つ
い
て

　

11
月
24
日
に
、
熊
谷
西
小
学
校

の
２
年
生
が
、
生
活
科
の
授
業
の

一
環
で
議
場
を
訪
れ
、
市
の
施
設

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

当
日
は
、ラ
ガ
ー

ニ
ャ
ン
も
登
場
し
、

ラ
ガ
ー
ニ
ャ
ン
と

の
交
流
も
楽
し
み

ま
し
た
。

熊
谷
市
へ
先
進
地
視
察
に

お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た

　
生
活
科
の
授
業
で

　
小
学
生
が
議
場
を
見
学

ト
ピ
ッ
ク
ス

委員長
　小島　正泰
副委員長
　鈴木　理裕
委員
　栗原　健曻
　加賀﨑千秋
　新井　正夫
　松本　富男
　守屋　　淳

10/31 福岡県久留
米市の視察の様子

交通安全宣言都市・くまがや
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平
成
29
年
度
熊
谷
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
土

木
費
）に
つ
い
て

　

熊
谷
市
み
ど
り
の
基
金
の
今
後
の
活
用
見

込
み
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　

次
期
の
熊
谷
市
み
ど
り
の
基
本
計
画
の
策

定
、
公
園
の
整
備
の
際
の
植
樹
や
芝
生
化
な
ど

の
ほ
か
、
熊
谷
桜
堤
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
に
、
寿
命

と
い
わ
れ
る
60
年
を
過
ぎ
て
い
る
樹
木
が
多
い
こ

と
か
ら
、
樹
木
内
部
の
傷
み
具
合
を
調
べ
る
な

ど
、
専
門
的
な
診
断
に
も
活
用
し
て
い
き
た
い
。

（
所
管
課
・
公
園
緑
地
課
）

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　

道
路
認
定
の
基
準
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　

熊
谷
市
道
路
線
の
認
定
及
び
廃
止
要
綱

に
基
づ
き
、
起
点
お
よ
び
終
点
が
国
道
、
県
道

お
よ
び
市
道
の
い
ず
れ
か
に
接
続
し
て
い
る
こ

と
、
道
路
の
有
効
幅
員
が
４
メ
ー
ト
ル
以
上
で

あ
る
こ
と
、
側
溝
等
の
適
正
な
排
水
施
設
が
整

え
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
道
路
面
が
良
好
で
あ
る

こ
と
、
民
地
と
の
境
界
が
明
確
で
あ
る
こ
と
な

ど
が
条
件
で
あ
る
。

（
所
管
課
・
管
理
課
）

委員長
　小鮒　賢二
副委員長
　千葉　義浩
委員
　大久保照夫
　森　　新一
　三浦　和一
　野澤　久夫
　中島　　勉

都
市
建
設
常
任
委
員
会

市
民
福
祉
常
任
委
員
会理

候
補
者
か
ら
、
業
務
用
の
最
上
級
の
機
器

を
導
入
し
た
い
と
の
提
案
を
受
け
て
い
る
。

（
所
管
課
・
健
康
づ
く
り
課
）

平
成
29
年
度
熊
谷
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
民

生
費
）
に
つ
い
て

　
「
総
合
戦
略
」
こ
ど
も
医
療
費
助
成
事
業

に
つ
い
て
、
登
録
者
数
お
よ
び
補
正
額
の
積

算
根
拠
を
伺
い
た
い
。

　

登
録
者
数
は
平
成
29
年
３
月
末
時
点
で

２
万
７
２
３
５
人
で
あ
る
。
積
算
根
拠
に
つ

い
て
は
、
市
税
等
滞
納
に
よ
り
資
格
停
止
と

な
っ
た
方
が
、
納
税
相
談
等
を
通
じ
て
受
給

資
格
を
取
得
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
増
額
分
や
、

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
制
度
へ
の
移
行
者

の
減
少
に
よ
る
増
額
分
な
ど
が
当
初
見
込
み

を
上
回
っ
た
た
め
、
そ
れ
ら
を
見
込
ん
だ
所

要
額
に
よ
り
算
出
し
た
。

（
所
管
課
・
こ
ど
も
課
）

　

あ
ん
し
ん
コ
ー
ル
事
業
業
務
委
託
に
つ
い

て
、
事
業
内
容
を
伺
い
た
い
。

　

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
身
体
障
害
者

の
方
と
消
防
と
の
間
に
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を

介
在
さ
せ
て
会
話
し
、
緊
急
事
態
へ
の
適
切

な
対
応
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。

（
所
管
課
・
長
寿
い
き
が
い
課
）

熊
谷
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

埼
玉
県
内
に
お
け
る
国
民
健
康
保
険
税

賦
課
限
度
額
の
状
況
と
、
今
回
の
限
度
額
引
き

上
げ
に
よ
り
影
響
を
受
け
る
世
帯
数
及
び
影
響

額
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　

33
市
町
村
が
法
定
限
度
額
で
あ
る
89
万

円
に
引
き
上
げ
、
15
市
町
が
本
市
と
同
額
の

85
万
円
で
平
成
29
年
度
中
に
限
度
額
引
き
上

げ
の
た
め
の
条
例
改
正
を
行
う
見
込
み
で
あ

る
。
ま
た
、
引
き
上
げ
に
よ
る
影
響
に
つ
い

て
は
、
医
療
給
付
分
が
４
５
０
世
帯
、
８
７

０
万
円
。
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
が
３
８
１

世
帯
、
６
７
０
万
円
で
あ
る
。

（
所
管
課
・
保
険
年
金
課
）

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
熊
谷
市
立
健
康
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
）

　

選
定
に
当
た
り
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン

の
入
れ
替
え
を
予
定
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、

詳
細
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　

ラ
ン
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
等
12
台
、
ウ
エ
ー

ト
マ
シ
ン
９
台
を
市
の
リ
ー
ス
契
約
に
よ
り

導
入
し
て
い
る
が
、
今
後
は
指
定
管
理
者
が

導
入
す
る
こ
と
と
な
る
。
な
お
、
入
れ
替
え

に
当
た
っ
て
は
、
今
回
選
定
さ
れ
た
指
定
管

人権尊重宣言都市・くまがや

委員長
　石川　広己
副委員長
　影山　琢也
委員
　松岡　兵衛
　福田　勝美
　桜井くるみ
　黒澤三千夫
　関口　弥生
　閑野　高広

決議を全員の賛成により可決しました。

北朝鮮による弾道ミサイル発射に抗議する決議
　１１月２９日、北朝鮮は日本の排他的経済水域に落下する弾道ミサイルの発射を強行した。
　国際社会の一致した核・弾道ミサイル放棄の要求を無視して、繰り返されるこの軍事的挑発行為は、国際社
会の平和と安全に対する明白な挑戦である。また、わが国の安全保障にとって深刻かつ重大な脅威を与える暴
挙であり、断じて容認することはできない。
　よって、熊谷市議会は今般の弾道ミサイル発射に対し、重ねて断固抗議し、強く非難するとともに、北朝鮮
に対し核・弾道ミサイル開発を直ちに放棄するよう強く求める。
　また、国においては国際社会が結束して平和的な解決を追求すること及びあらゆる事態においても、国民の
命と平和な暮らしを守ることを強く求める。
　以上、決議する。
　平成２９年１２月１３日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 熊　谷　市　議　会


